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5 )種々の物質を添加した塩化アノレミニウムの質量分析により H2AIC14 型と HAl2Cl7 型種が気相
において存在する乙とがわかった。
以上の諸結果を総括すると塩化ア jレミニウムは単独では重合能がなく，助触媒を必要とし，カチオ















これ以外の吸収叩，が 3500，_，400 cmー l までの領域に現われぬことから， Al と C との結合を持つ安定
な中間体は生じないとした口乙れは錯体説にとり不利な結果といえよう。
2. 反応の進行と共に芳香族化合物と思われる吸収帯の出現を見出した口また電子スペクトノレにも
鎖状炭化水素のカノレボニウムイオンにあたる 380mμ の吸収帯以外に環状炭化水素にあたる 320mμ
の吸収帯の逐次生成するを認めた。
3. 重合反応の活性化エネノレギーは，助触媒が H20 の場合には，最初 4.3 KCal の値が 15分後に
は， 2.6 KCal 位となるに反し，助触媒が D20 の場合には，初めから 2.6，_，2.8 KCal の一定値をと
る。このように反応初期に動的同位体効果が生ずる乙とは，プロトン(またはデュテロン)の付加が
重合の開始段階であり，やがて全反応の律速過程が成長段階に移ることを示しているといえよう。




ウムに H20 を少量添加し，生成 HCl を除いて後，生成物の質量分析を行なった。その結果は意外
にも AIC14ーの存在は積極的に支持されず，むしろ A12C17ーの存在するらしい乙とが判った口
以上を要するに，本論文は，従来漠然と予想されていた塩化アノレミニウムの重合触媒作用を，各種
の新手段を速度論的研究に併用することにより，初めて明らかにしたといえる D したがって乙の論文
は理学博士の学位論文として十分価値があるものと認める。
??戸。
